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1.2 等号制約の線形計画問題 【動画】 

標準的な線形計画問題とは？ 

前回は標準的な線形計画問題と呼ばれるものを解きました。標準的な線形計画問題とは

以下の条件をすべて満たしているものをいいます。 

  １）最大化問題である 

  ２）制約条件の右辺が非負（０以上） 

  ３）制約条件の変数が非負（０以上） 

  ４）不等号の向きが「≦」（変数の符号は除きます） 

前回の例で見てみましょう。 

目的関数 

21 65 xxz +=   最大化 

１）これは最大化問題を満たしています。 

制約条件 
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+

xx

xx

xx

 

0, 21 xx  

２）右辺はすべて 0以上ですので満たしています。 

３）最後の条件から、変数は 0以上ですので満たしています。 

４）変数の符号を除いて、不等号の向きも「≦」ですので満たしています。 

以上のことから、前回の問題は標準的な線形計画問題であるといえます。 

 

等号制約の線形計画問題 

 標準的な線形計画問題には含まれないような問題で、特に重要なのが、制約式の不等号

「≦」が等号になった、等号制約の線形計画問題です。以下に例を示します。 

例 

目的関数 

321 23 xxxz ++=   最大化 

制約条件 

404

6022
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321

=++

=++

xxx

xxx
 

0,, 321 xxx  

 この問題では標準的な線形計画法のような単純なシンプレックス法は使えません。標準

的な問題を解くシンプレックス法を 1 段階シンプレックス法と呼びます。今回の等号制約

の問題に対して考え出された手法は 2 段階シンプレックス法というものです。これは文字

通りシンプレックス法を 2回適用して解を求める方法です。1段階目は問題を標準的なシン

https://youtu.be/loaJLV9rLpc
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プレックス法に書き換えるための段階で、2段階目で解を求めて行きます。この方法が一般

的な線形計画問題を解く鍵となります。2段階シンプレックス法について詳細は省略します。 

 上の例を C.Analysisで解いてみましょう。入力は「テキストエディタ」を開いて、式を

入力します。その後「グリッド出力」すると、以下の図のようになります。 

  

図 1 データの入力 

この答えをすぐ求めることもできますが、計算の途中を示すために、「初期シンプレックス

表」から「次へ」ボタンを押していくと、以下のように、解法の途中から 2段階目に移るこ

とが分かります。詳細は気にする必要はありません。 

  

図 2 2段階シンプレックス法 

最終的に「結果出力」ボタンをクリックすると、以下のような結果になります。 

 

図 3 結果出力 

これより、上の等号制約の線形計画問題の解は以下のようになります。 

表 3 最適解 

x1 x2 x3 Z 

20 0 20 80 
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問題１（制約条件に等号と不等号の混じる例） 

以下の線形計画問題を解け。 

目的関数 

321 32 xxxz ++=  最大化 

制約条件 
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0,, 321 xxx  

最適解 

x1 x2 x3 Z 

    

問題２ 

以下の線形計画問題を解け。 

目的関数 

321 432 xxxz ++=  最大化 

制約条件 
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0,, 321 xxx  

最適解 

x1 x2 x3 Z 

    

 

問題１解答 

x1 x2 x3 Z 

0 1.75 1.25 6.5 

 

問題２解答 

x1 x2 x3 Z 

0 1.625 0.125 5.375 

 

 


